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2019年（平成31年）４月25日Ibaraki 　East　 Active 　School

第１回セイブフォレストプログラム   TEAM「涸沼と自然」

３年前の様子です。写真を比較して，どのよう
な違いがあるでしょうか？３年という時間をか
けて，見えてくる何かがあるはずです。
写真を見比べて，考えてみて下さい！

　平成31年4月23日（火）NPO環～WAのご協力の下，3年次「涸沼と自然」選択者
18名が本年度のセイブフォレストプログラムをスタートさせました。

　本年度で７年目に突入したセイブフォレストプログラムは，引き続き，３世代後にも
今の自然を残すために学校保有林の整備をとおして，環境整備と環境保全に取り組んで
いきます。手始めに，実際に学校保有林に足を運び，今年度，私たちにできることは何
か，私たちがやりたいことは何かを考えました。

いばら会館脇から体育館に向けて
松の木があります。松は，松虫と
いう害虫に浸食され，病気になっ
てしまい，植林しても育つのが難
しいと言われています。しかし，
杉や檜の囲まれた松は植林後，何
十年たっても害虫に浸食されるこ
とがありませんでした。その理由
は？？？

←＜松の木＞

天気の良い中での散策だった
ので，保有林脇の道路では，
体感温度がとても高かったで
すが，保有林に戻るとひんや
りしていました。自然の力に
触れることができました。

３年前と比べてみよう！

←保有林　　脇のNPO環の林　　学校保有林→
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